
（別紙３）

～ 令和8年1月30日

（対象者数） 9名 （回答者数）
7名

～ 令和8年1月30日

（対象者数） 8名 （回答者数）
８名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
非常勤職員の研修時間をより多く確保するため調整を図って

いきたい

2

デジタル連絡帳を活用してご家庭での困りごとに対する助言

やコミュニケーションを円滑に進めていけるようにフォロー

を行っていきたい

3

今後も、子どもたちのやる気を引き出せるような声掛けや保

育園学校等で体験できない活動を更新し、取り組みの充実を

図っていきたい

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 交流会等の立案を行い出来うる限り調整を行っていきたい

2 まずは立案を行い出来うる限り調整を行っていきたい

3
保護者会等の立案を行い開催実施に向けて具体的な日時の調

整を行っていきたい

地域交流の機会が設けられていないことを踏まえ、改善が必要

だと思われる

地域交流会等の開催を検討し、近隣住民の方にまずは知って頂

くことを目的として内容及び日程調整を行っていくことが課題

である

放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活

動する機会がありますかの質問に対し、「わからない」が

29%、「いいえ」が43%、「はい」が14%、「どちらともい

えない」が14％だったことを受け、改善が必要だと思われる

地域のこどもたちと活動する機会の確保が課題である

保護者交流の機会が少ないことを踏まえ、今年も保護者会の開

催を予定している

保護者会等の開催を検討し、仕事を持つ保護者やきょうだい同

士が交流できるように内容及び日程調整を行っていくことが課

題である

デジタル連絡帳を活用し、保護者から児童の今朝の体温や機

嫌、就寝・起床時間などの共有すべき情報を全職員がリアルタ

イムで把握できる環境を整えているので、その日の児童の状態

が把握でき、職員が児童に対して一貫性のある対応ができるこ

とが強みである

入室時には体温測定を徹底し、療育中の水分摂取量や排せつ回

数も確認、デジタル連絡帳に記録、保護者に報告することで家

庭での健康的な生活のサポートにも貢献している、また療育中

の写真を複数枚掲載し、併せて児童の様子を詳細に入力、保護

者に療育の様子を伝えている

発達段階に応じた個別課題の設定を行い、児童の成長段階や詳

細な情報を職員間で共有する意識も高い、また保護者ニーズに

も対応する姿勢を持ち合わせている

教材の種類も多数そろえており、児童が楽しんで学べるような

環境を整えていることが強みである

サーキットでは運動機能向上だけではなく、記憶力思考力の強

化も合わせて取り組んでいる

KitSの活動ではICTに触れる機会の提供を行っている

イベント時には様々な用意を行い、企画立案の機会も多い

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

職員の資質の向上を図るため研修を受講する機会や法人内で研

修を開催する機会が多く確保されていることが強みである

今後も専門的かつ学術的根拠に基づく療育を提供すべく専門性

の強化を図っていく

本部主催、事業所主催、外部主催の研修を定期的に受講してい

る

eラーニングの活用および大学講師等からの専門的な助言を受

け、療育スキルを習得できる体制を整えている

○事業所名 エコルドさがみやき教室

○保護者評価実施期間
令和8年1月5日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和8年1月5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年2月23日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表（放課後デイ）公表



（別紙３）

～ 令和8年1月30日

（対象者数） 14名 （回答者数） 10名

～ 令和8年1月30日

（対象者数） 8名 （回答者数） 8名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
非常勤職員の研修時間をより多く確保するため調整を図って

いきたい

2

デジタル連絡帳を活用してご家庭での困りごとに対する助言

やコミュニケーションを円滑に進めていけるようにフォロー

を行っていきたい

3

今後も、子どもたちのやる気を引き出せるような声掛けや保

育園学校等で体験できない活動を更新し、取り組みの充実を

図っていきたい

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 交流会等の立案を行い出来うる限り調整を行っていきたい

2 まずは立案を行い出来うる限り調整を行っていきたい

3
保護者会等の立案を行い開催実施に向けて具体的な日時の調

整を行っていきたい

地域交流の機会が設けられていないことを踏まえ、改善が必要

だと思われる

地域交流会等の開催を検討し、近隣住民の方にまずは知って頂

くことを目的として内容及び日程調整を行っていくことが課題

である

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他

のこどもと活動する機会がありますかの質問に対し、「わから

ない」が30%、「いいえ」が40%、「はい」が30%だったこ

とを受け、改善が必要だと思われる

地域のこどもたちと活動する機会の確保が課題である

保護者交流の機会が少ないことを踏まえ、今年も保護者会の開

催を予定している

保護者会等の開催を検討し、仕事を持つ保護者やきょうだい同

士が交流できるように内容及び日程調整を行っていくことが課

題である

デジタル連絡帳を活用し、保護者から児童の今朝の体温や機

嫌、就寝・起床時間などの共有すべき情報を全職員がリアルタ

イムで把握できる環境を整えているので、その日の児童の状態

が把握でき、職員が児童に対して一貫性のある対応ができるこ

とが強みである

入室時には体温測定を徹底し、療育中の水分摂取量や排せつ回

数も確認、デジタル連絡帳に記録、保護者に報告することで家

庭での健康的な生活のサポートにも貢献している、また療育中

の写真を複数枚掲載し、併せて児童の様子を詳細に入力、保護

者に療育の様子を伝えている

発達段階に応じた個別課題の設定を行い、児童の成長段階や詳

細な情報を職員間で共有する意識も高い、また保護者ニーズに

も対応する姿勢を持ち合わせている

教材の種類も多数そろえており、児童が楽しんで学べるような

環境を整えていることが強みである

サーキットでは運動機能向上だけではなく、記憶力思考力の強

化も合わせて取り組んでいる

KitSの活動ではICTに触れる機会の提供を行っている

イベント時には様々な用意を行い、企画立案の機会も多い

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

職員の資質の向上を図るため研修を受講する機会や法人内で研

修を開催する機会が多く確保されていることが強みである

今後も専門的かつ学術的根拠に基づく療育を提供すべく専門性

の強化を図っていく

本部主催、事業所主催、外部主催の研修を定期的に受講してい

る

eラーニングの活用および大学講師等からの専門的な助言を受

け、療育スキルを習得できる体制を整えている

○事業所名 エコルドさがみやき教室

○保護者評価実施期間
令和8年1月5日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和8年1月5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年2月23日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表（児童発達支援）公表


